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姿勢闘すの発達とリズム運動の習熟(36)

『分かち書き」での文生成、点字・表記法の優位性。

前回は、点字の読み取りを例に、 とは、目と手の問題を考えるうえで 拍節リズムに乗せて、後に付く符

示指先儲 ・指腹部での触知覚の能動示唆的です.点字は縦3点検 2?l1の 号 ・特殊拍符 点字の表記はすべて

性についてお話しました.受動的と 6点ですが、座標としては、まず、 仮名で、その触読は拍節理解でもあ

される触知覚が、継時的な能動的探 母音を規定する 「上4点j が基本で ります.それは、作耐時の仮名置換

索のもとで実現されているというこ あったということは重要です。この による音符化と類似しています.損

4点があるから、 音(ん)や促音(っ)等の特殊音節

縦3点の触知で、 は、 「拍節 2音」の典型です。図B

汝の半マスのあ はその例で、後置された符号が拍節

り様が予期さn. 形成に貢献していることが了解でき

触読されていく ます。/らっ ・11/、/りん・ご/、

のでした。「こ /お/とう・さん/.符号前置の2

とばJとしての マス文字 ・f111、『ごj も、ここで

まとまりや繋が は2音原理に同化した感じです.

A、濁音、半濁音、鋤音、鋤濁音、鋤半濁音。
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8、特殊音節 rつ』・促音符、 『う」・長音符。
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C、助嗣 rは」→「わ』、 『へJ司『え』。
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D、 『分かち書き』での触践変換の原理。
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りが予想できれ 『分かち書き」の原理、作動記憶

ぱ、 読解はスム での文生成 点字の表記は聞いた通

ーズです.今回 りが基本です。助詞 ・「はjや「へJ

は、これを保障 は、 『わ」、 lえJとなります(図C).

する点字表記の また、ことばの意味で変換するため

原貝'1・『分かち 「分かち書き」が採用されます。こ

書きJの優位性 とばのまとまりでーマス、 文のはじ

についてお話し まりで二7 スが空けられます。/お

たいと思います。 とうとぶた/。 墨字では連続ですが、

2マス点字、 /おとうと/で、ーマス空けます(図

濁点符等での予 0)。自立した意味をもち、その照

知 6点では63 告が約束されるからです。頭のなか

通りしか作れま での照合は、範稽的な意味、統辞的

せん.2"7ス文 な関係、これら両面からの文生成を

字が必要となり 容易にします.自立していない籍は

ます。濁音、半 その前のことばと結びついて区切ら

濁膏、劫膏等が れます.助詞 ・/わ/は、/ぶたわ

それで、各符号 /と続け、-"7ス空けます。主格と

が前置されます。

図Aは「はJに

関係するそれら。

符号の前世は、

しての意味が強められ、 f/oJを1fど

うした」等と、その後の展開が待機

されます。助動詞 ・/ました/、/

ません/も同様で、連続により述部

lぽJ、「ぱ」、『ひ がまとめられ、文意が確認されると

や l等への触読

を予期させます.

ともに、続〈 二7スは、 放の文の展

開を想起することに貢献します.


